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平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

委
員　

国
有
資
産
等
所
在

市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
と
対
象
と
な
る

施
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
そ
の
主
な
も

の
は
何
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
動
向
を

把
握
し
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

資
産
税
課
長　

同
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
国
や
都
の

官
舎
等
の
施
設
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税

の
代
替
措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
安
定
し
た
歳
入
が
見
込
め
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

対
象
と
し
て
は
、
府
中
刑
務
所
な
ど
の

官
舎
部
分
等
、
国
や
都
の
業
務
用
資
産
以

外
の
も
の
で
、
そ
の
対
象
面
積
は
53
万
６

１
２
８
㎡
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
番
大

き
い
も
の
は
都
営
住
宅
で
あ
る
。

　

今
後
の
動
向
は
、
具
体
的
に
は
連
絡
が

な
い
の
で
、
現
在
は
不
明
で
あ
る
。

市
民
会
館
の
使
用
料

　

そ

の

内

訳

は

府
中
市
議
会
市
政
会

　

平
成
19
年
度
の
我
が
国
の
経
済
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
景
気
の
減
速
局
面
へ
と
転

換
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　

本
市
の
歳
入
は
、
税
源
移
譲
等
で

市
税
が
増
収
と
な
る
一
方
、
所
得
譲

与
税
の
廃
止
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、

市
債
の
借
入
れ
抑
制
等
で
健
全
財
政

の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
収
入
の

確
保
に
取
り
組
ん
だ
。

　

歳
出
で
は
、
小
中
学
校
等
の
耐
震

改
修
の
推
進
な
ど
安
心
を
生
む
事
業

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
実
施
、
義
務
教
育

就
学
児
へ
の
医
療
費
助
成
、
市
民
会

館
・
中
央
図
書
館
の
複
合
施
設
「
ル

ミ
エ
ー
ル
府
中
」
の
開
設
や
け
や
き

並
木
整
備
計
画
の
策
定
な
ど
優
し
さ

の
あ
る
中
で
、
人
と
文
化
が
輝
く
魅

委
員　

本
市
で
は
、
テ
レ
ビ
広
報

「
ま
る
ご
と
府
中
」
を
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
で
放
映
し
て
い
る
が
、
１
回
当

た
り
の
制
作
費
を
知
り
た
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

広
報
番
組
や
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
な
ど

を
流
す
自
治
体
が
出
て
き
て
い
る

と
聞
く
。
今
後
、
本
市
で
も
検
討

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

広
報
課
長　

制
作
費
用
は
、
１
回

当
た
り
39
万
２
千
円
で
あ
る
。
な

お
、
放
映
料
に
関
し
て
は
無
料
と

な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
広
報

委
員　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
に
時

間
延
長
や
新
ル
ー

ト
の
開
設
等
、
一

定
の
改
善
が
図
ら

れ
た
と
思
う
が
、

改
善
後
の
評
価
は
。

　

ま
た
、
早
急
に

対
応
す
べ
き
こ
と
や
市
民
か
ら
の

強
い
要
望
等
に
つ
い
て
、
定
期
的

な
見
直
し
時
期
を
待
た
ず
に
対
応

す
る
考
え
は
。

地
域
安
全
対
策
課
長
補
佐　

時
間

延
長
や
押
立
町
・
朝
日
町
ル
ー
ト

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

地
域
安
全
対
策
課
長　

見
直
し
等

は
、
原
則
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
検
討
協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
21
年
に
開
催
さ
れ

る
次
回
の
同
協
議
会
で
は
、
定
期

的
な
見
直
し
時
期
で
な
い
期
間
の

対
応
に
つ
い
て
も
議
題
と
し
た
い
。

委
員　

平
成
19
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

市
民
会
館
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
決
算
額

は
約
２
５
０
０
万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
内
訳
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
苦
情
等
の
内
容
や
そ
れ
に
対
す

る
改
善
策
を
聞
き
た
い
。

文
化
振
興
課
長　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
等
の
器
具
使
用
料
を
含
ん
だ
施
設
使
用

料
が
２
１
４
０
万
１
０
０
０
円
、
駐
車
場

収
入
が
３
８
４
万
７
０
０
０
円
で
あ
る
。

　

市
民
か
ら
の
苦
情
で
特
に
多
い
の
が
駐

輪
場
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ー
ル
式
の
設
備
が
使

い
づ
ら
い
と
い
っ
た
も
の
や
収
容
台
数
が

少
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

収
容
台
数
に
対
す
る
改
善
策
と
し
て
は
、

臨
時
駐
輪
場
を
開
設
し
、
台
数
拡
大
に
努

め
て
い
る
。

番
組
等
の
放
映
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
等
の
対

応
も
で
き
る
の
で
、
観
光
等
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
含
め
て
、
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団　

　

平
成
19
年
度
、「
成
長
な
く
し
て

財
政
再
建
な
し
」
を
理
念
に
、
安
倍

内
閣
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
国
の
予

算
は
、
成
長
に
資
す
る
と
い
う
名
目

で
、
大
企
業
や
大
資
産
家
を
更
に
応

援
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
生
活
保
護

の
削
減
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民

へ
の
負
担
増
と
給
付
切
り
下
げ
が
推

進
さ
れ
、
深
刻
な
格
差
と
貧
困
は
国

民
各
層
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
19
年
度
決
算
に
お
い
て
、

増
税
や
負
担
増
、
更
に
医
療
制
度
改

悪
な
ど
、
国
民
に
一
層
の
犠
牲
を
押

し
つ
け
る
政
治
か
ら
、
市
民
の
暮
ら

し
、
福
祉
へ
の
願
い
に
応
え
る
市
政

運
営
が
さ
れ
た
の
か
、
野
口
市
政
の

２
期
目
最
後
の
年
度
を
検
証
し
て
み

る
と
、
市
税
収
入
の
大
幅
増
の
中
で
、

国有資産等所在市町村交付金

　 そ の 内 容 は

テ
レ
ビ
広
報﹁
ま
る
ご
と
府
中
﹂

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
放
映
は

コミュニティバス運行事業

 改 善 後 の 評 価 は

委
員　

食
材
が
値
上
が
り
し
て
い

る
中
、
安
く
て
お
い
し
い
学
校
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
変
な

こ
と
と
思
う
。本
市
で
は
、児
童
･

生
徒
数
に
応
じ
て
牛
乳
と
調
味
料

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
全

体
の
食
材
費
に
占
め
る
割
合
は
。

　

ま
た
、
な
ぜ
対
象
が
牛
乳
と
調

味
料
だ
け
な
の
か
。

給
食
担
当
副
主
幹　

平
成
19
年
度

は
、
牛
乳
の
補
助
は
１
本
当
た
り

11
円
、
調
味
料
は
１
人
当
た
り
給

食
費
月
額
の
２
・
２
％
で
あ
る
。

同
年
度
決
算
で
の
全
食
材
費
に
占

め
る
割
合
は
、
小
学
校
が
６
・
１

％
、
中
学
校
が
５
・３
％
で
あ
る
。

　

給
食
の
食
材
費
は
、
法
に
よ
り

保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

食
材
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
牛
乳

及
び
調
味
料
に
補
助
を
行
っ
て
い

る
。

給
食
の
牛
乳
及
び
調
味
料
補
助

全
食
材
に
占
め
る
割
合
は

委
員　

観
光
振
興

に
よ
り
、
府
中
の

名
前
を
全
国
に
広

め
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

市
民
が
府
中
へ
の

関
心
と
誇
り
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
観
光

に
関
連
し
て
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘

致
・
支
援
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
設
立
に
つ
い
て
検
討
状

況
を
聞
き
た
い
。

経
済
観
光
課
長　

観
光
戦
略
の
有

効
手
段
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、

周
辺
自
治
体
等
へ
の
情
報
収
集
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
運
営
協
議
会
の
設
立
に

向
け
、
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
20
年
度
中
に
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
誘
致
・
支
援
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

フィルムコミッション

　 検 討 状 況 は

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施

策
が
行
わ
れ
た
。

　

財
政
指
標
を
見
る
と
、
経
常
収
支

比
率
は
87
％
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
健

全
財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
既
存
の
事
業
の
精
査
を
行
い
な

が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応

し
た
施
策
を
推
進
し
て
き
た
野
口
市

政
の
健
全
な
財
政
へ
の
取
組
の
成
果

で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
も
、
市
の
将
来
を
見
据
え
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を

基
本
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の

運
営
な
ど
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、「
安

心　

ゆ
と
り　

優
し
さ
に
満
ち
、
人

と
文
化
の
輝
く
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
が
推
進
さ
れ
た
本
年
度
決
算
に

賛
成
す
る
。

高
齢
者
福
祉
の
わ
ず
か
な
予
算
の
施

策
を
削
り
、
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に

学
校
給
食
の
自
校
給
食
を
セ
ン
タ
ー

方
式
に
統
合
す
る
な
ど
、
思
い
や
り

に
欠
け
た
や
り
方
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
、
野
口
市
政
は
、
財
政

健
全
化
や
基
金
の
多
さ
を
８
年
間
の

実
績
と
し
て
誇
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
を
基
本
と
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
と
大
規
模
事
業
に
備
え
た
基
金

の
大
幅
な
積
み
立
て
の
結
果
で
あ
る
。

　

今
、
市
民
の
暮
ら
し
は
、
長
期
の

収
入
減
の
中
、
増
税
、
物
価
高
騰
等

に
よ
り
、
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
時
こ
そ
住
民
生
活

を
支
え
る
自
治
体
本
来
の
役
割
が
発

揮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
市
政
の
切

り
替
え
を
求
め
、
本
年
度
決
算
に
反

対
す
る
。

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
）

平
成
19
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　▲「まるごと府中」の撮影現場から


